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｢活用｣の力を育てる評価問題

評価問題例 

☆この問題は、複雑な図形を多様な方法で求めることができる。その中から、より求積しやすい方

法を考えることができるかがポイントとなる。 

 

①分けて考える方法 

②欠けている部分をあるものと考えて、最後に引く方法 

 

どちらの方法でも求めることができるが、より速く正確に計算できる方法を考え、立式できてい

るかが大切になる。 

 

●手立てを要する児童には、図に補助線を加え、分けて求めることや、あるものと考えて最後に全

体から引く方法があることを助言する。そして、これまでの直方体の求積方法で求めることがで

きることに気付かせる。 

算数 小学校５年 

  体積  

評価問題のポイント

授業展開例へ 単元の流れへ  HOME 
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式 ８×８×３＝１９２ 

８－２－２＝４ 

４×４×３＝４８ 

１９２－４８＝１４４ 

答え １４４㎤ 

式  ８－４＝４ 

 ４×８×３＝９６ 

 ４×２×３＝２４ 

 ２４×２＝４８ 

 ９６＋４８＝１４４ 

答え １４４㎤ 

式  ８×２×３＝４８ 

 ４８×２＝９６ 

 ８－２－２＝４ 

 ８－４＝４ 

 ４×４×３＝４８ 

 ９６＋４８＝１４４ 

答え １４４㎤ 

複雑な立体の体積の求め方 

①分けて考える方法 

②欠けている部分をあるものと考えて、最後に全 

 体から引く方法

本時の流れへ


